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１. 業務の目的 

ふじみ野市（以下「当市」という。）が運用するふじみ野市公式ＬＩＮＥアカウント（以下「市

公式ＬＩＮＥ」という。）において、より効率的で効果的な発信を行い、また、市民の利便性向

上を図るため、様々な機能を備えたシステムを導入し、運用することを目的とする。 

２. 業務の概要 

（1） 業務名 

ふじみ野市 LINE行政情報個別配信システム導入 

（2） 業務場所 

ふじみ野市 

（3） 業務内容 

市公式ＬＩＮＥの個別配信機能などの機能拡充を備えたシステムを調達するものである。

詳細については、「調達仕様書」によるものとする。 

（4） 履行期間 

・構築期間：契約締結日から令和 8年 12月 31日まで 

（運用・保守期間は令和 9年 1月から令和 11年 3月 31日まで） 

（5） 当部署 

担当 ：ふじみ野市総合政策部広報広聴課広報広聴係（伊藤・荻野） 

住所 ：〒356-8501 埼玉県ふじみ野市福岡１－１－１ 

TEL  ：049-262-9003（直通） 

E-mail：koho@city.fujimino.saitama.jp  

（6） 資格要件 

本業務に参加できる者は、次に掲げる要件を全て満たすものとする。 

① 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者 

② 指名通知の日から随意契約締結の日までの期間にふじみ野市の契約に係る入札参加停止

等の措置要綱（平成２２年ふじみ野市告示第２５０号）に基づく入札参加停止の措置を

受けていない者 

③ 指名通知の日から随意契約締結の日までの期間にふじみ野市の契約に係る暴力団排除措

置要綱（平成１８年ふじみ野市告示第２８４号）に基づく入札参加除外の措置を受けて

いない者 

④ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生

法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申立てがなされている者でな

いこと。ただし、手続開始決定を受けている者を除く。 

（7） プロポーザルの成立又は中止 

プロポーザル参加者が１事業者になった場合でも審査を行い、候補者と協議の上、優先交
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渉権者を決定する。 

３. 実施スケジュール 

本業務における受託候補者特定までのスケジュールを以下に示す。 

イベント 期間または期限 

公示 令和 8年 6月 29日（月） 

実施要領等の公表・配布 令和 8年 6月 29日（月）～7月 6日（月） 

質問受付締切 令和 8年 7月 6日（月） 

質問回答予定日 令和 8年 7月 7日（火） 

プロポーザル参加表明書 

提出締切 

令和 8年 7月 9日（木）15時まで 

郵送の場合は令和 8年 7月 9日必着 

プロポーザル参加資格確認結果、

提案書等提出要請通知 
令和 8年 7月 10日（金） 

プロポーザル提案書等提出締切 令和 8年 7月 23日（木）15時まで 

書類審査結果通知 令和 8年 7月 31日（金） 

プレゼンテーション及びデモンス

トレーション 
令和 8年 8月 7日（金）予定 

プロポーザル選定結果通知 令和 8年 8月中旬 

契約交渉期間 令和 8年 8月中旬～8月下旬 

※プレゼンテーション及びデモンストレーションについては、別途実施要領を参照のこと。 

（1） 実施要領等の公表・配布期間 

① 配布期間 令和 8年 6月 29日（月）から 令和 8年 7月 6日（月）まで 

     午前 8時 30分から午後 5時 15分まで（ただし土日祝日を除く） 

② 配布場所 2.業務概要(5)担当部署のとおり 

※ふじみ野市ホームページからもダウンロード可能です。 

４. 提案限度額 

￥２，８３８千円（消費税及び地方消費税を含む） 

なお、この金額は予定金額を示したものではないが、本業務における提案金額（様式第 11号）

「提案価格書」の初期費用＋運用費（導入初年度３カ月分と令和９年度、令和１０年度の２４カ

月の運用保守費用を合算した額）はこれを超えてはならない。 

５. 参加表明書の提出 

（1） 受付期間 
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  令和 8年 6月 29日（月）から令和 8年 7月 9日（木）15時まで 

（2） 提出先及び提出方法 

   担当まで郵送または持参 

   郵送の場合は令和 8年 7月 9日まで必着とする。 

（3） 提出部数 

  各 1部 

（4） 提出資料 

   プロポーザルに参加を希望する者は、次による書類を提出すること。ただし、ふじみ野市建

設工事等入札参加資格に関する規則（平成１７年ふじみ野市規則第６１号）第３条に規定する

ふじみ野市建設工事等競争入札参加資格者名簿（以下「資格者名簿」という。）に登載された

者については、⑦、⑧、⑨の書類を省略できるものとする。 

① プロポーザル実施参加表明書（様式第１号） 

② 会社概要（パンフレット等の任意様式でも可） 

③ 再委託承諾願（提案システムについて、再委託の予定がある場合）（様式第２号） 

④ 会社更生法疎明書面（様式第３号） 

⑤ 民事再生法疎明書面（様式第４号） 

⑥ 業務履行実績報告書（様式第５号） 

⑦ 履歴事項全部証明書 

※発行から 3か月以内のもの、写し可 

⑧ 法人税並びに消費税及び地方消費税の納税証明書（その３の３） 

※発行から 3か月以内のもの、写し可 

⑨ 財務諸表（貸借対照表及び損益計算書） 

※直近 2期分 

６. 提案書等の提出 

（1） 提出書類 

① プロポーザル提案書等提出届（様式第９号）、別記「提出書類一覧表」 

② 企画提案書（様式任意） 

③ 機能要件一覧事業者回答書 

④ 提案価格書（様式第 11号） 

⑤ 見積内訳書（様式第 11号別紙 1） 

（2） 部数 

(1）提出書類の①は、代表者印押印のものを１部、②～⑤は正本 1 部、副本 10 部を提出す

ること。また、①～⑤の電子データを DVD-R（または CD-R)1枚で提出すること。 

（3） 提案書等の作成方法 

① 企画提案書 

(ア)Ａ４、両面（15枚）、30ページ以内とすること。（表紙、目次を除く） 

(イ)提案内容については、別紙「企画提案書記載項目」を参照し、記載すること。 

(ウ)その他留意事項 
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・ 必要に応じＡ３も認めるが、その際は 2ページとしてカウントすること。（横折り

込み） 

・ 使用する文字の大きさは、10.5ポイント以上とし、左右に 20ｍｍ以上の余白を設

定すること。 

・ 提出書類で用いる言語は日本語、単位は計量法（平成 4年法律第 51号）に定める

もの、通貨単位は日本円、時刻は日本標準時とすること。 

・ 企画提案書の記述にあたっては、説明を要せずとも提案書を読んで理解できる内

容とすること。 

・ 記載は、当該項目内で完結すること。 

・ 企画提案書に記載する内容は、オプション提案を除き全て本事業における実施義

務事項として事業者が提示し、契約するものであることに留意すること。 

・ 実施義務事項ではなく、参考として記載が必要である場合には、【参考】と明示し、

記載する用紙を分け、混同する可能性を排除すること。 

・ 説明は文章を以って行い、図等はその補助として用いること。図のみの説明は認

めない。 

・ 造語、略語は、専門用語、一般用語を用いて初出の個所に定義を記述すること。 

② 機能要件一覧事業者回答 

・ 当市から提示した機能要件一覧の Excelデータに回答内容を入力すること。 

・ 機能要件の回答は、以下の基準にて回答すること。 

【機能要件】 

項目 回答 回答基準 

機能要件 

○ 
パッケージで対応しているもの。 

（令和９年１月の稼働までに実装見込みのものを含む）。 

□ 

パッケージの代替機能もしくは無償カスタマイズで対応して

いるもの。なお、代替機能や前提条件については備考に具体

的な対応方法を明記すること。 

△ 

（※） 
有償カスタマイズ（オプション）で対応するもの。 

× 
パッケージでは対応できないもの。もしくは要求仕様を著し

く満たしていないもの。 

・ 機能要件一覧については、当市独自の運用や要求事項を記載している。これらについ

ては、パッケージシステムに該当機能が存在するかの有無を記載するとともに、対応

が困難なものについては、各社の提案に委ねることとする。提案内容に関する費用は、

本調達に含むものとし、提案価格書に明細を記入すること。 

・ ※備考欄にカスタマイズ（オプション）費用を記入し、区分が「必須」であるものは、

様式第 11号別紙 1の該当項目の費用欄（または、その他経費欄）に金額を計上するこ

と。また、区分が「任意」であるものは備考欄にカスタマイズ費用を記入し、提案価

格書および見積内訳書には計上しないこと。 

③ 提案価格書、見積内訳書 

・ 見積金額は、提案上限額を超えないものとする。 
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・ 提案価格書は、令和 8年度の初期構築費と令和 8年度の運用費（3か月分）＋令和 9～

10年度の運用保守費を含めた金額とすること。 

（4） 提出先 

２．（５）と同じ。 

（5） 提出方法 

上記提出先へ持参により提出すること。DVD-R（または CD-R）にタイトルを「ふじみ野市

LINE 行政情報個別配信システム導入プロポーザル提案書」とし、併せて事業者名を記載する

こと。 

（6） 提出期限 

令和 8年 7月 23日（木）15時まで 

※遅れた場合参加を認めない。また、必要書類の提出がない場合や不備がある場合も参加

を認めない。 

（7） 質疑応答 

本プロポーザルの仕様書や契約内容等に関して不明な点がある場合は、様式第６号「プロ

ポーザル質問書」を作成し、電子メールに添付して、質問締切までに担当部署のメールアド

レスへ送付し、必ず電話にて担当者に到達確認を行うこと。質問締切後の提出は受け付けな

い。 

なお、質問の内容によって本事業者選定に公平性を保てないと判断された場合は、回答を

行わないことがある。 

・ 提出書類  様式第６号「プロポーザル質問書」 

・ 提出期限  令和 8年 7月 6日（月）まで  

・ 提出方法  質問書は、電子ファイルにて下記のメールアドレスに送付すること。 

・ 提 出 先  電子メール：koho@city.fujimino.saitama.jp 

（担当 伊藤・荻野） 

・ 回  答  提出された質問事項は、回答を付したものを質問者のみへ令和 8年 7月 7

日（火）に様式第７号「プロポーザル回答書」として電子メールに添付し

送付する。 

７. 審査の実施方法 

（1） 審査方法について 

「ふじみ野市 LINE行政情報個別配信システム導入プロポーザル選定委員会」（以下「選定委

員会」という。）を設置して行い、企画提案書等やプレゼンテーション及びデモンストレーシ

ョンによる審査によって優先交渉権者を決定する。 

 なお、応募者が 3者を超える場合、提出書類に基づいて選定委員会が書面審査し、上位 3者

程度をプレゼンテーション及びデモンストレーション審査対象者として決定・通知する。 

書面審査結果通知は、令和 8 年 7 月 31 日（金）までに、提案書を選出したすべての事業者

にメールで通知する。 

（2） 評価基準 
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審査（評価）は、総合評価方式で行い、評価の項目、視点等は、「評価基準書」のとおりと

する。 

（3） プレゼンテーション及びデモンストレーション審査 

企画提案書に基づき、プレゼンテーション及びデモンストレーションを行う。 

なお、提案内容には法人の秘密に関する事項が含まれているため、審査は非公開で行うもの

とする。 

① 実 施 日：令和８年 8月 7日（金）予定 

② 実施場所：ふじみ野市役所内会議室 

③ 実施時間・会場：詳細な時間、会場は、個別に通知する。 

④ 発表方法 

・ 企画提案書等を基に説明やシステムに係るデモンストレーションを行うこと。なお、

パワーポイント、概要版等で説明することができる。 

⑤ 所要時間：40分（説明・デモ 25分、質疑 15分） 

⑥ 出席人数：最大 4名 

⑦ 留意事項 

(ア)プレゼンテーションの内容は、企画提案書の内容とする。 

(イ)プレゼンテーションの説明及び質疑応答は、本業務を主体的に実施するもの（プ

ロジェクトマネージャーや業務責任者など）とする。 

(ウ)追加提案の説明及び参考資料の配付は許可するが、企画提案書と異なる内容につ

いては評価しない。また、企画提案書のどこに記載されているかを明記すること。 

(エ)事務局でスクリーン、プロジェクター、接続ケーブル（ＨＤＭＩ端子）、電源を用

意する。その他プレゼンテーションに必要なものは、提案者が準備すること。 

(オ)説明には、極力専門用語を排除し、平易な言葉を用いること。 

(カ)プレゼンテーション及びデモンストレーションに出席しない場合、辞退したもの

とみなす。 

８. 結果の公表事項及び方法 

選定の結果については、結果通知と同時に、当市のホームページに参加者名と評価点を掲載し

て公表する。 

９. 注意事項 

（1） 本事業、本依頼、および添付資料の外部への他言、使用は一切行わないこと。 

（2） 各社回答後、内容について問合せをすることがある。 

（3） 本プロポーザルに参加する費用は、すべて参加事業者の負担とする。 

（4） 企画提案書提出期間終了後の提案等の修正又は変更は、一切認めないものとする。 

（5） 提出された書類は、返却しないものとする。 

（6） 企画提案書等は、事業者選定に伴う作業等に必要な範囲において、複製を作成する場合があ

ること。 

（7） 提出書類の著作権は、参加申請者に帰属するが、当市が本件の選定の公表等に必要な場合に
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は、当市は、提出書類の著作権を無償で使用できるものとする。 

（8） 本プロポーザルに係る情報公開請求があった場合は、ふじみ野市情報公開条例（平成１７年

ふじみ野市条例第８号）の規定に基づき、提出書類を開示する場合があること。 

（9） 委託業務の全部又は一部の処理を第三者に委託し、又は請け負わせてはならないこと。     

ただし、あらかじめ当市の書面による承諾を得た場合は、この限りでない。 

（10） 次の事項のいずれかに該当する場合は、当該プロポーザル提案書は、失格とする。 

① この要領に定める提出方法、提出先及び提出期限に適合しないもの 

② この要領に定める様式及び記入要領に示す条件に適合しないもの 

③ 許容された表現方法以外の方法が用いられているもの 

④ 虚偽の内容が記載されているもの 

⑤ この要領及び提出要請書に定める方法以外の方法で選定組織若しくは市職員又は本業務

実施にあたっての支援業務受託者に対して不正な接触の事実が認められる者が作成した

もの 

⑥ その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為を行った者が作成したもの 

 

 

 

以上 

 


